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まえ治ーさ

北海道のエゾマツとナラの丸太を，林内の平地において， トラクターで地曳し又はト

ラクターとロッギシグアー?とを!日いて半ば吊り上げて集材する場合lこ，丸太の牽引抵抗

係数はどれ佼の大きさであるか，また地曳集材とアーチ築材とにおいては牽引抵抗係数が

どの程度に濯うか，というきがについて大体の見当をつけようと思い，昭和30年11月7日

から 10日までの4日聞に，北海道大学古小牧演習林内において野外測定を行った。

小島宇治北泌道大学農学部林産学科講附



346 北海道大学農学部演習林研究報告第20巻第1号(大沢先生記念号)

資料を整理し，検討してみると，止むを得ない事情によったとはいえ，測定値の個数

が不充分であり，また測定方法もすぐれたものとは云えないことがわかった。然しながら，

現在わが国においては乙の種の事項に関する資料が乏しいから，たとえ不充分な資料であ

っても何等かの役に立っかも知れない，と考えたので，ここに試験の結果を報告する。

1. 試験材料

-f 
1. 集材路

林内において，実際の築材作業lと用いられる築材路と同じ方法で直線路を設定した。

即ち，支障を与える立木を伐倒し，地面に存在する倒木類を除去し，天然の地被物はその

ままにした。 地曳築材試験用lこは長さ 15mの水平な部分，アーチ築材試験用には長さ

20mの水平な部分を用いた。 路面の土壌は適潤な火山灰土壌で， 地面には極く僅かの下

草が生えて居り，枯葉が一面に散在していた。

2.丸太

昭和29年の第15号台風 (9月26日)による風害木を， 昭和30年9月上匂に造材し
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竃ド

たもので，その形質の詳細は第1表によって示されている。材長6尺のエゾマツ丸太は，

直径1.0尺のものを4本揃える予定であったが， 試験地附近で入手することが困難であっ

たので，止むを得ず直径の呉ったもの3本を以て代用した。

3. 集材用機披

日本特殊鋼株式会社(重車輔部門は現在独立して日特金属工業株式会社になっている)

製の NTK-4型クローラー・トラクター， 及び同トラクター専用の NTK-4L型ゴムタイ

か ヤ一式ロッギングアーチで，それらの仕様は第2表，形状は第1図によって示されている。

第2a提 供試トラクター及びロッギングアーチの仕様

トラクターの呼称 NTK-4W トラクターの呼称 | NTK-4W 

全
重 量BFニ三ミ，fi

5，500kg 呼 称 KE21-32型建設用
水冷4気筒テQイーゼJν機

4，20)mm 機 翠! 式 関
申高 1，980mm 総 排 気 量 5.812e. 
高 1，650mm 定 格 出 カ 53 IP (1，500 r.p.m.) 

申高 381mm 実用最大出力 62 IP (1，500 r.p.m.) 

間隔 1，520mm 関
燃料消費率 200gr/IP/h 

長 1.700mm 始 動 方 式 切替ガソリン始動

圧 0.42 kg/巴m2
主クラモツテ 乾動式式

単板ベ Jレクランク手

上高 270mm 

7容量 車
操向クラリチ 乾式多板手動式

9Oe. 乾式バンドブレーキ足動フ レ キ
式

力 46IP 足廻り装置 半硬式板パネ懸架式

i/力 4，950kg 

ll体
下部輪転片側4個

力 約 35
0

上部輪転片側1個

半径 約 2，1∞mm 履板片側 33枚

ト
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ン
グ
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6.20km/h 径プロ，A1
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牽引馬
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最大牽

飽|登坂能

!最小回転
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走 p 第

行庁第

速グ第

度後進第

庁第 2 速

勢 ラヲエーターガード及びトーイングウインチっき
~ 

ロvギングアーチの呼称 Nτ'K，-4L 

重 量 1，000kg .. 全 長 3，095mm 

全 幅 2，290mm 

全 高 1，910mm 

車輪中心間隔 2，OOOmm 

タイヤーの際称 11-20 14PR. 

車輪 の 直 径 約 1，lOOmm

許 容 荷 重 6，000kg 
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第1図 供試 トラ クター及びロ ムノギ J グアーチ
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4. 牽引抵抗測定器

東京衡機製造株式会社製のP型パネ式自記牽引動力計で，その力量目盛は 1，000kg，

最小目盛は 10kgである。 帯状記録用紙を使用し，用紙送り速度は毎分50mmである。

なお1，OOOkg以上の張力を測定する場合lとは挺式の倍力装置を使用した。乙れは取付け方

に応じて，牽引動力計の力量の 2倍， 4倍，及び6倍までの張力を測定し得るものである。

との牽引動力計は，メタリックペーパーの記録用紙を用い，黄銅の記録針の先端をパネで

記録用紙に押しつけ，記録用紙をゼンマイのカで巻き取り，用紙上に針のとすった跡を残

す様に設計されていたが，メーカーから添附されて来たメタ Pックペーパーは厚すぎたた

めに，スプールに巻いてあった時の巻きぐせが残り，記録針の触れる部分において平面を

保持する事が困難で.うまく記録出来なかった。それ故筆者は，上質西洋紙でメタリック

ベtーパーと同じ幅の帯状記録用紙を作って使い，また黄銅針の代りに鉛筆の心を使い，頻

繁に先を尖らせて自記させた。

11. 測定順序

19本の丸太1本ずつにつき，次i乙述べるような順序で測定を行った‘

まず，アーチを牽引したトラクターを， 集材路上，丸太の出発点より約20mの点に

停止させ， トーイシグクイシチのワイヤーロープ(乙れをヲイシテライシ‘Winchline'と

呼ぶことにする)を，アーチのフェアりードを通さずに直接引き出して， その先端のフッ

クを牽引動力計の一端に連結した。乙の牽引動力計の他端は，出発点に置いである丸太の

前端に装着されたチョーカーの，索端金具lζ連結された。続いてワイシチによってワイシ

チライシを巻き取って丸太を 15mの距離だけ引寄せ， 丸太が出発する時から停止した時

までの牽引抵抗を測づた(乙れを丸太出発時及び丸太運動中の地曳抵抗と呼ぶことにする)。

チョーカーはどの丸太lζ装蒼される場合lこも，前方の木口から材長の中央に向って

30cmのところに装蒼された。クインチラインの高さはウイシチの直後において地上約70

cmであり，丸太が牽引された場合には， クインチライシはほぼ地面l乙平行の状態になっ

た。 引寄せに際しては， トラクターのエジジyの回転速度が空転状態で毎分約1，500回転

になるように燃料レパーをセットしたが，セットが正確ではなかった乙とと，クインチの

ドラムの有効直径の変動のために， 実際の平均引寄せ速度は毎分27.3mから 37.8mの範

聞に存在した。

次lとヲイシチライシのフックを一旦牽引動力計から外し，今度はアーチのフェアりー

ドを遺して再び牽引動力計に連結し，続いてクインチライシを巻きとって，牽引動力計が

フェアリードにぶつかる寸前まで丸太の前端を吊り上げた。との場合の丸太前端下側の，

地面からの高さは，丸太の太さによって26cmから50cmまでの範囲に存在した。次lとト
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フェアリードから下方に向ったヲイシテライン先端部をラクターを前進或は後進させて，

その時ヲインチライシ先端部に作用している張力を測った(これを丸太前端吊鉛直にじ，

上重量と呼ぶことにするL

クインチラインに引っ張られて丸太が前進し始め次lζ トラクターを静かに発進させ，

その時lζワインチライシ先端部に作用してるのを認めたら直ちにトラクターを停車させ，

乙の場合また，いる張力を測定した(乙れを丸太出発時のロープ張力と呼ぶことにする)。

クリノメーターによっ

て測定した(この角を丸太出発時のロープ後退角と呼ぶ乙とにするL

続いてトラクターのエシジシの回転速度が空転状態で毎分約1，500回転になるように

lζクインチライン先端部が鉛直線に対して後方へ傾いている角を，

20mの距離変速歯車を第2速に入れてトラクターを発進させ，燃料レパーをセットし，

ヲイシテライン先端部に丸太が前進し始める時から停止した時までの間，だけ走行させ，

トラクター作用した張力を測定した(乙れを丸太運動中のロープ張力と呼ぶ乙とにする)。

の平均走行速度は，毎分43.5mから 54.3mまでの範囲に存在した。

丸太の重量を測定した。次にアーチのフェアリードと牽引動力計を利用Lて，

以上が1本の丸太の，元口が前向き或は後向きの場合に関する測定順序の概要である。

果結定源。111. 

。

丸太運|丸太運|
動中の|動中の|
平均地!平均石
曳抵抗|当り地!R./R聞
係数 |曳抵抗 i

IGl I ikg) I 

0.743 136 I 
0.687 I 126 I 

仏627I 122 
【).608I 118 

0.526! 89.6 
0.543 I 92.6 

0必石8I 96.3 
0.623 I‘ 91.1 

測定結果は第3表と第4表によって示されている。
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地曳集材に関する測定結果
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丸太運 丸太運 丸太淫 丸太運
丸太出丸太出 石り

丸太 丸，末の 語抗戸[1のl.] 輔のの当H晴 地 曳 動向の|動中の 動中の 平動当曳(同均抵中り石地抗の} 地曳遁
速 度 重詰l3f7(同干点地} 平地均地抗 Rs/Rm 番号向 き l 地曳抵抗

抗係数
(m/分) 係数 i 係I数G] i (kg) I I (kg) 

9 元日前 210 0.689 175 31.6 1.197 
.，. 

10 ノゲ 235 1.068 195 33.5 1.000 141 I 0.641 118 1.67 

11 F 350 1.014 291 34.5 1.188 189 I 1.54 

12 庁 230 0.902 191 33.3 178 0.698 148 1.29 

‘ 13 元日

14 ノゲ

15 庁

16 、 1/ 

丸太
! 丸太の向き i巾市F2昼 i吊上係数 1プ張力1プ後退角|走行速度iロープ張!ロープ張ITs/Tm 

番号

7G 口 後前
F 

元日
後前
300 0.571 380 . 19.5 43.5 620 325 1.17 

λy 275 0.524 350 22 44.9 640 338 1.04 

元口 255 0.554 320 15 45.5 665 310 1.03 
必y 250 0.543 300 21 47.6 495 286 1.05 

240 0.608 280 18 49.6 440 268 1.04 
230 0.582 285 22 49.4 450 270 1.06 

フロ 口 前後 i 
グ

元口
庁

元口
ノア

屯

9 I元 口 前
101 メア

1121| 1 
ノγ

庁

13 フE 口 前
14 ノγ

15 F 

16 ノゲ
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測定結果の検討

地曳集材

丸太出発時及び運動中に於る地曳抵抗係数の，樹材種毎の平均値と信頼限界は，第5

表によって示されている。標本の数が少なく測定値の分布が正規型であるかどうか不明で

IV. 

1. 

:;. 

あるので，平均値の信頼限界の計算は，本研究においてはすべてガットマシ(L.GUTTMAN) 

の不等式を用いて行った。 ' 
数係抗抵曳地第 5表

丸太の|材長×材径|丸太の|占......'"向弘
樹種尺本数l/'I.I.A"-"'J問。

平均値の信頼限界

信頼率 95% I 信頼率
係数の
平均値

時発出

90?五

0.789~0.999 
0.712~ 1.134 

0.571~0.977 
0.513~0.815 

0.708-1.128 

0.895~ 1.015 

O. 773 ~ 1.oI5 
0.678~1.168 

0.517 ~ 1.011 
0.489~0.839 

0.674~1.162 

0.886 ~ 1.024 

0.67 4 ~ 1.443 

0.894 
0.923 

0.764 
0.664 

前

後

前

後

前

12Xl.5 

12Xl.5 

エソマツ l

7 ナ

0.918 口12x1.0 エノマツ 1

0.704~1.386 

0.955 

1.045 

1/ 4 ナラ 8x1.0

エノマ :J 6x 1.0~1.4 

ii) 運動中

1/ 3 

0.527 ~0.751 
0.541~0.689 

0.464~0.558 
0.354~0.500 

0.509~0.769 
0.529~0.701 

0.457 ~ 0.566 
0.342 ~ 0.512 

0.631~0.701 

0.622-0.814 

0.639 
0.615 

0.511 
0.427 

前

後

前

後

前

元日
1/ 

元 口
グ

7G 

〆-'《
-a'E
、〆‘，
4
3

・・、

d
品・

4

a

τ

A

-

12x1.5 

"7 

エゾ 7 ツ 12x 1.0 

ラ 8x1.0

エ j マツ 6x1.い.4

12xl.5 

エゾマツ

ナ

0.636~0.696 

0.635~0.801 

0.666 

0.718 

口

ノY4 ナ

0.692 -0.832 0.681-0.843 0.762 庁3 

丸太の丸太元日の前向きの場合と後向きの場合の，地曳抵抗係数の平均値の聞には，

然しス出発時においても運動中においても信頼率90%で有意の差が認められなかった。

とイスにおいて発表された研究報告りlとは， r地曳集材で末口を頭にするのは有利である」
e 

いう結果が示されているから，本研究においても標本を多くしたら恐らく有意の差が認め

うれたであろうと考えられる。

丸太出発時と運動中の，地曳抵抗係数の平均値の聞には，エゾマツ丸太 (6尺xl.0-

1.4尺)の場合以外においては信頼率90%で有意の差が認められた。 有意でなかったエゾ

マツ丸太の場合にも，運動中の地曳抵抗係数はすべて出発時のものより小さかったから，

標本の数を多くしたら恐らく有意の差が認められたであろうと考えられる。第3表の

[R8/R明]の値は1.03から 1.87までの聞に存在するが，本研究においては標本数が少なかっ

丸太重量の増加に伴い [R./Rm]の値が大となる傾向2)は明らかではなかった。7こ為か，
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2. アーチ集材

アーチ車輪のころがり抵抗は，牽引動力計を第2図によって示されている如く'取付け

て測定した. 丸太の牽引抵抗測定に使用した集材路上において，約15mの距離を毎時約

1.5kmの速度で走らせた場合の牽引抵抗の平均値は， 122 kgであった。 実際の作業状態

においては，ア』チの重心はアーチの車軸線より極く僅か前方にあるが，近似的に，アー

チの全重量L∞Okgがアーテの車輪と地面との接触部にかかるものとみなして計算すれ
ば，アーチ車輪と路面との乙ろがり抵抗係数 [μ]は0.122となる。

第2図 アーテ車輸のころがり抵抗測定の際の
牽引動力計の取付けかた

前述した丸太前端市上重量 [W，lの，丸太総重量 [WJIC対する比 [Wf/W]を，丸太前
端吊上係数と呼ぶことにする。 ζの係数の樹材種毎の平均値と信頼限界は第6表によって

示されている。

丸太元口の前向きと後向きの場合の， 丸太前端市上係数の平均値の聞には， 信頼率

90%で有意の差が認められた。!

本研究においては，丸太運動中における，クインチライシ先端部の鉛直線に対する後

方?への傾き，即ち丸太運動中のロ}プ後退角と呼ぶべき角を測定する事が出来なかった。

然しながら，第4表における [T./T帥]の値は 0.982から1.11までの聞に存在する， 即ち

1.00からあまりはなれないで， 1.00の両側に存在するから，丸太運動中のロープ後退角の

平均値は， 丸太出発時のロープ後退角[8]と同じであるとみなしでも近似的には大過ない

と考えられる。この考え方にもとづき，丸太運動中のロープ張力と丸太出発時のロープ後

空?直~._ffi_. .'-l-~_--:;:t_-~-r示日iE22i 雨前一



協4 北海道大学農学部演習林研究報告第20"巻第1号(大沢先生記念号}

退角とを組合せて， {共試アーチを供試集材路において使用する場合の，丸太運動中におけ

る丸太の総合牽引抵抗係数の近似値を推定したσ 但じ計算は次の如くに行った。

丸太運搬中における供試アーチとクイシテライ yとの関係位置は，第3図によって示

されているの

、、

図において

である。

a: ヲイシチドラムとガイドローラ日の聞にあるクイシチライシが，水平面とな

す角

2s: ガイドローラーの前後にあるワイシチライシの交角

2r: フェアリードの前後にあるクイ νチライジの交角

δ: ガイドローラーとフェアグードとの聞にあるヲイシチライシが，鉛宜線とな

す角

ψ2rの2等分線が鉛直線となす角

近似的に考え，ワインチラインがフェアリードやガイドローラーを通過する場合の抵

抗を無視すれば，ヲイシチドラムとヲインチライシ先端との聞においてヲイ yナラインに

作用している張力は， すべてワィ yナライシ先端部に作用する張力[T"，]に等しいとみな

す乙とが出来る。

そうすると次の関係が成り立う。

(1) ヲイシチライシl乙作用する張力lとよりヲイ yテ都に加えられる牽引抵抗を [H..1
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とすれば

H叫 =T明cosa 

(2) クイシチラインによりガイドローラーに加えられる圧力を [Pg]とすれば

Pg=2T叫coss

Pgの鉛直分力 [Pgv]=2 T蜘cos13 sin (1800 -a -13) 
Pgの水平分力 [POk]=2T m COS s cos (1800-a -13) 

(3) クイジチラインによりフェアリード水平ローラーに加えられる圧力を [P!]とす

れば

δ+fJ 
Pf=2TmCOS T=211408-E- 但し

δ+U 
P!の鉛直分力 [p}v]= 2 T mCOS v 2 v cos r.p 

但し

δ+() d-fI 
=2 T"，cos一三一-cos -2-

δ+0 
Pfの水平分力 [Pn，]= 2 Tmcos ~ sin ψ 

δ+(j . δ-θ 
=2T，明COS ←-2-~S1ll 2ー-

(4) [Pov]及び [p!v]により，アーチの車軸l乙加えられる鉛直荷重を [V，，]とすれば

c-dtanr.p 
Va=EPgu+一一亙一一PtV

(5) [P，帥]及び [Pt，，]により， トラクターのドローパーに加えられる牽引抵抗を[品]

とすれば

Hd=Pgk-Ptk 

何) トラクターに作用する丸太の総合牽引抵抗(アーチの自重に起因する牽引抵抗を

含まない)を [T]とすれば

T=H.脚 +μV，，+Hd

(7) 総合牽引抵抗係数を[Ct]とすれば

Ce= T/W 

供試アF チl乙おわては

a=却。 13= 82Q" ιδ=83。
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である。

a=2.03 m b=1.77 m c=2.58 m d=1.35 m 

μ=0.122 (但し供試路面上において)

算出された諸数値は第7表によって示されている。

推定された総合牽引抵抗係数の，樹材種毎の平均値と信頼限界は第8表によって示さ

れている。

総合牽引抵抗係数の平均値の，丸太元口前向きの場合と後向きの場合との聞には，信

頼率90%では有意の差が認められなかった. スイスにおいて発表された研究報告1)Iζは

「アーチ集材においては，滑り抵抗を減少せしめる意味で元口を頭にする方がずっと有利

.7表 丸太運動中における丸太の総合牽引抵抗係数
近似値の推定に関する諸数値

話[丸太の向き lz111312iI2i宮崎127|宮崎I[C，] 
元口 前 324 30.9 95.1 205 370 420 51.2 -174 201 0.4<16 
11 後 272 26.0 80.1 187 318 350 42.7 -161 154 0.311 

元口 前 却2 27.9 86，0 214 346 372 45.4 186 151 0.288 
λr 後 304 29.0 89.4 209 355 391 47.7 -180 188 0.358 

元口 前 279 26.6 82.0 228 337 349 42.6 一却1 121 0.263 
11 後 257 24.6 75.6 181 302 329 40.1 -156 141 0.307 

元日 前 241 23.0 70.8 179 282 301 36.7 156 122 0.3ω 
λY 後 243 23.2 71.4 167 284 312 38.1 -144 137 0.347 

元日 前 607 58.1 179 495 734 760 92.7 -437 ! 2日 0.259 
グ 後 564 53.8 165 418 669 717 87:5 I ~3臼お7 0.283 
元口 前 4悌 47.6 146 417 606 620 ~~.~ i一割 l 描 0.233 
11 後 483 46.0 142 358 573 615 75.0 i -312 I 2必 0.278 
元日 前 565 54.1 166 450 681 712 86.9 1 -渓16 256 0.260 
グ 後 530 50.7 156 443 644 660 回1.5'-392 I 218 0.221 

元口 前 437 41.7 128 348 526 550 67.1 i揃|瑚 0.251 
グ 後 438 41.7 128 341 525 551 67.2 ' -2拘 i206 0.261 

9 7G 口 17.9 55.0 139 218 233 28.4 121 94.4 0.310 

10 庁 135 12.9 39.7 105 162 171 却'.9 -92.1 64.7 0.294 

11 グ 201 19.3 59.2 168 245 251 30.6 -1O 83.0 0.241 

12 11 147 14.1 43.4 123 179 184 22.4 一109 60.4 0.237 

13 7G 口 前 178 17.0 52.3 137 213 225 27.5 -120 85.5 0.349 

14 庁 170 16.2 49.9 149 208 210 25.6 -133 62.6 ω56 

15 dア 172 16.4 50.5 118 201 221 27.0 -102 97 -0.373 

16 p 173 16.5 50.8 122 203 221 27.0 -106 94 0.384 
一一一ー一 時一，

17 7G 口 前 187 17.9 55.0 144 1 223 I 236 的'.8 0.367 

18 庁 97.11 9.27 1 28.5 1 83.2， 119 121 14.8 1 -73.9 38 0.2招

19 25.6 1 -110 84.6 0.376 
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平均値の信頼限界

信頼率仰|信頼率

地曳集材とアーチ築材におけるエゾヤツ及演すう丸太の牽引抵抗係数

90% 

0.239-0.395 
0.299-0.363 

0.235 -0.267 
0.226-0.296 

0.225.....0.317 

0.269-0.413 

0.276-0.414 

第8署長

丸太の
樹種

0.226 -0.408 
0.294-0.368 

0.233-0.269 
0.220 -0.302 

0ム217-0.325

0.257-0.425 

0.265-0.425 

0.317 
0.331 

0.251 
0.261 

0.271 

0.341 

0.345 

12Xl.5 

a晶Z• 噌
置
-
'

~
 

凸
V
• 唱・4x
 

n
h
v
 

12Xl.5 

12Xl.0 

8x1.0 

エゾマツ

エゾマツ

ナ

ナ

エソマツ

フ

ラ

F 3 

である」という結果が示されているから，本研究においても標本数を多くしたら恐らく有

意の差が認められたであろうと考えられる。

地曳集材とアーチ集材の比較

地曳築材とアーチ築材における，

3. 

どの丸太運動中の牽引抵抗係数の平均値の聞には，

樹材種においても信頼率95%で有意の差が認められた。

同一丸太の地曳築材とアーチ築材における丸太運動中の牽引抵抗係数の比 [GjCt]の，

-平均値と信頼限界のうち，材長12尺，材径1.5尺のエゾマツ及びナラの丸太に関するもの

は，第9表によって示されている。

.9農 地曳集材とアーチ集材における
丸太運動中の牽引抵抗係数の比(G/α)

平均値の信頼限界

信頼率 95% I 信頼率 9O!?~ 

1.84-2.24 
1.58-2.16 

1.81~2.27 
1.48-1.78 

1.81-2.27 
1.54-2.20 

1.77-2.31 
1.46.....1.80 

丸太の向き

前
後
前
後

丸太の
樹種

エゾマツ

フナ

[G/Ct]を求める場合の丸太元口の向きの組合せ方は 4通り考えられるが，既往の研究

地曳築材においでもア円チ集材においても共lζ元日を前に

して比較する場合の [GjCt]の値は最も大きし同じく共に元口を後にして比較する場合

の [G/Ctlの値は最も小さい。他の2つの場合，即ち，地曳築材においては元口を前，

結果1)Iζもとすいて考えれば，

ア{

テ築材においては元日を後にして比較する場合，及びその逆の場合の，[GjCt]の値は，先

にのべた2つの場合における値の中聞に存在することになる。従って，信頼率を90%と

エゾマツ丸太においては約 1.6から 2.2までの聞に，

いては約1.5から 2.3までの聞に存在する，と云って大過ないと考えられる。

実際l乙築材作業が行われる場合には，丸太の元口は必ずしもその作業法にお，げる有利

な方向Iど向けられ得ないから，築材される丸太の集団1<::おいては， [G/Ct]の値は，元日前

ナラ丸太iとおすれば [GjCt]の値は，
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向きの場合と後向きの場合の値の平均値の近くに集中するであろう。第9表の場合を例に
2.04+1.87 1"'" L~~--'-- ，_， L_.__.L 2.04+1.63 

とれば， エゾマツ丸太においては一一一z-=1.96，ナラ丸太においては十一三子一一=

1.84を，元口の向きに拘らない [GjCe)の代表値とみて大過ないであろう。

あとがき

本研究をとりまとめるに際して.筆者は些かためらわざるを得なかった。その主な理

由の一つは，まえがきの中でも一寸ふれたように，測定値の個数の少ないことである。も

う一つの主な理由は，ア{チ築材における丸太運動中のロープ後退角を実測出来なかった

乙とである。将来室内実験によって ζれらの点を補いたいと考えている。
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Summary 

Research was made on the tractive resistance coefficient of Ezo spruce and 

Japanese oak logs in ground skidding and arch logging on the level forest ground. 

1. Dimensioss and numbers of logs tested are shown in the table below. 

Sp申ciesof tree 

'Ezo spruce 

Japanese偶 k

Length (ft.) 

6-12 

8-12 

Diameter at small 
end (ft.) 

1.0-1.5 

1.0""1.5 

Number 

11 

8 

2. Test ground was of volcanic ash soil， and it was moderately wet. 

3. The tractor used for the research was NTK model-4 5 ton diesel tractor of 

Japanese make; the logging arch was NTK :model-4 L whicb weighed 1刈)Qkg and 
was installed with 11...，20 14 PR. rubber tires. 
4. A spring type self-recording dynamometer (capacity 1，000 kg) was used for 

the measurement of tension. 

5. . Tractive resistance coefficient of log8 in ground skidding (jn~ ~se :of' :r~nning) 
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are shown in the table below. 

I;_~ 一下一一丁一一一一一一司扇面白瓦向日i由一司on面白出 li凶匂
I LengthxDia.1 Number I Direetion of I 

Speeiωof t吋oflogs (ft・j""1.~fÏo"is~ I ~閑 lzEZお |{22Ai?:295%)
Butt end in 0.639 0.509~0.762 

Ezo spruee 12x1.5 
front 

Butt end in 0.615 0.5.却~0.701the rear 

Butt end in 0.511 0.457 ~0.566 
Japane燭eoak 12x1.5 

front 

Butt end in 0.427 0.342~0.512 the rear 

Ezo spruee 12X1.0 4 Butt end in 0.666 0.631~0.701 front 

Japanese oak 8x1.0 4 0.718 0.622~O訓4

動ospruee 6x1.0~ 1.4 3 0.762 0.681~0.843 

6. Deduced total tractive resistance coe節cientsof logs in arch logging (in case 

of running) are shown in the table below. 

1 T ___~._ ..""'，_ 1 ~'____L __1...，.，___ _，，___ _" 1 Mean of tractive I Confidence limits I Lenlrt;h x Dia. I Number I Direetion of I 晶|

Sp田 i吋吋 ofO酔帥)|oflogs |lop |:調お I(潟12295%)
( I Butt end in 

Ezo spruce 
I I front 

12xl.5 4 { 

Japanese oak 12x1.5 
4 I 

Ezo sp四回 12Xl.0 4 

Ja卵胞seoak I 8xl.0 4 

Ezo spruce I 6xl.0~ 1.4 I 3 

Butt end in 
the rear 

Butt end in 1 
front 

~u~t_~~~ in I 
the rear 

Butt end in! 
front 

0.317 0.226~0.4ω 

0.331 0.294-0.368 

0.251 0.233-0.269 

0.261 o.220~0.3飽

0.271 0.217~0.325 

0.341 0.257 ~ 0.425 

0.345 0.265~0.425 

7. Differences between tractive resistance coefficients of logs in ground skid-

ding and in. arch logging were significant with the confidence coe節cientof 95%. 

8. The ratio (GjA)， namely tractive resistance coefficients of logs in ground 

skidding (G) respectively to those in arch logging (A)， are shown in the table below. 

I T __.....L "T'¥'_ I"'T___L__I T'¥:___.L:__ _1> ¥ 白直lfidencelimits 
伽側 d treelIT官hxpia-INumberlm-nd| | I ~uft:~^{"t:~. I ~~u~~~J. I :::~<，..~V"~VU VL I Mean of (G/A) 氾onfidenceI of噸 (f叫 lof10伊 Ilog自 ~~.u. V.L \'""/~~J 側制叫抑)

Ezo spruce 12x1.5 4 
2.04 1.81~2.27 front 

~u~t_ ~~~ in I 1.87 1ぷ4-2.20the rear 

front 1.77~2.31 

ButMM inlml  1.46~1.81 the rear 

Japanese oak 12xl.5 4 
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